
 

 

 

 

 

 

 

 

 

本日２月６日の社会保障審議会 介護給付費分科会で、平成２７年度介護報酬改定におけ

る各サービスの単位数が示された。国の財政難（全体の改定率▲２．２７％、処遇改善等

消費税対応分を除くと▲４．４８％）を反映して、各サービスとも厳しい結果となった。 

グループホームでは、経営実態調査における収支差率１１．２％を受けて、基本報酬の

引き下げが大きかった。現実には、さらに大きな引き下げが予定されていたが、河﨑会長

の「収支差率でなく、収支差額で判断してほしい」という再三の発言が、引下げ幅をわず

かでも圧縮した形となった。また、改定を読み込むと、夜間体制支援加算や看取り介護加

算など、工夫によって、点数の確保が可能なものもある。さらには、ユニット数の見直し

など、基盤整備に向けての緩和もみられる。今回改定に対しては引き下げ部分を把握した

うえで、改定に残された点数積み上げの可能性を探る作業が求められる。 

なお、この日の審議では、田部井委員（認知症の人と家族の会理事）が「改定には新オ

レンジプランの理念との整合性が見当たらない。事業者の立場はもとより利用者の私たち

も大きな下げに愕然とした。私たちは働く人に負担を押し付けて、利用者の負担が減るこ

とを望んでいない」と発言。傍聴席からは異例にも拍手が起こった。審議の終わり近く、

田部井委員の「認知症施策の推進について家族、事業者がホッとできるコメントをいただ

きたい」という発言に、水谷室長は次のように答えた。 

「今回改定で下がる部分もあるが、逆に、認知症や中重度の方への対応は個別のサービ

スに加算を設ける等工夫をしている。認知症施策については、報酬改定以外にも認知症の

方にやさしい地域づくりに向けて、基盤整備等、様々な省庁でがんばっていきたい」 

なお、当協会では介護報酬改定説明会を開催し、改定の詳細とその対応策を説明する。

ご参加いただきたい。（申込方法等詳細は協会ホームページ「研修・セミナー情報」参照） 

 

認知症グループホーム関連の介護報酬改定・指定基準の主な見直しのポイントは別紙のとおり。 

※協会へのご意見ご要望等ございましたら事務局までご連絡ください。 

＊ 連絡先 ℡ 03-5366-2157  Fax 03-5366-2158  E-mail info@ghkyo.or.jp 

  協会ホームページ http://ghkyo.or.jp/home 
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平成 27 年度 介護報酬改定 基本報酬引き下げ５％台！ 

基本報酬の下げは、工夫で取り戻そう 
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